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ベルの最も高い 2 系統と最も低い 1 系統を用いて調べた。また、3 系統を用いて各種解毒分解酵素の活性阻
害剤を用いた感受性試験を行った。その結果、1)本種のスピノサド抵抗性には G275E による感受性の低下と
CYP450 による解毒分解が関与していること、2)抵抗性 2 系統の抵抗性レベルの違いの少なくとも一部は、
CYP450による解毒分解活性の違いによって説明できることが明らかとなった。 
モモアカアブラムシのイミダクロプリド抵抗性には、nAChRβ1におけるアミノ酸置換(R81T)が関与してい























これらの成果は国際誌 2 報を含む、3 報の論文に公表されており、博士学位論文に十分値すると判定
した。 
